
保育のねらい：異年齢児との関わりの中で、やってみようとする気持ちを高める 

おひさまクラスの小学生が夏休みに入り、日向で過ごす時間が増えたことで、こぐまクラスの子どもたちも一緒に活動をしたり、

日常生活の中で関わる時間が多くありました。それぞれペアを組み、始めは、おひさまクラスの子どもたちもお互いにぎこちな

い様子もありましたが、決まったお兄さんと過ごす中で、助けてもらったり、遊んでもらったりしながら、慣れてくると自然と

笑顔もみられていました。そこから身近な人への関わりを広げたり、憧れの気持ちを持てるようにしていきたいと思います。 

おひさまクラスのお兄さんたちと一緒に過ごしました！ 

○夏のあそび（プール・色水あそび・泡あそび） 

 



 

夏の暑さにも負けないくらいの元気で、毎日パワフルな子どもたち。やっぱり水あそびが大好きで、ほぼ毎日のようにプールに入

り、水あそびを存分に楽しみました。水の中では、自分で上手に洗面器を使い、水を頭からかけてみたり霧吹きや水鉄砲に興味を

もって使ってみようとしたり、大好きな水あそびを通して、「楽しい！！」を身体いっぱい感じていました。泡あそびでも、全身を

泡だらけにして泡の感触を楽しんだり、色水あそびでは、色の変化に気付き嬉しそうにしたり、色水を勢いよくこぼすことを楽し

んだり、子どもたちが自らあそびをみつけて遊んでいましたよ！！ 
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